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行動メカニズム・デザインに関する概説
川越　敏司

本稿ではまず，真の選好を表明することが支配戦略である耐戦略的メカニズムに関する実験研究を概観する．
実験研究の多くでは支配戦略からの逸脱が見られるが，それは支配戦略と同じ結果をもたらす他の戦略が存在す
るために，すべての戦略の組み合わせを見通すことができない限り支配戦略が発見しづらいことが原因と考えら
れる．こうした限定合理的なプレーヤーを前提としたメカニズム設計の可能性について，行動メカニズム・デザ
インにおける最近の成果を紹介し，それらの分析結果を評価する．
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1. 耐戦略的メカニズムに関する実験研究とそ
の課題

本稿では，メカニズム・デザインに関する実験を通
じて見出されたバイアスや行動上の法則を基に，既存
のメカニズムの性能を再検討したり，そうしたバイア
スを念頭に置いたメカニズム設計を行ったりする行動
メカニズム・デザインについて，最近の成果を解説する
（実験経済学の方法論やその成果については川越 [1, 2]

を参照のこと）．以下で取り上げるのは，公共財供給や
オークション，マッチングに関する実験研究とその行
動ゲーム理論的分析である．ただし，ここでの議論は，
いずれも耐戦略性 (strategy-proofness)を満たすメカ
ニズムに限定する．耐戦略性とは，各プレーヤーにとっ
て自身の真の選好を表明することが支配戦略になって
いるということを意味する．ここで，プレーヤー iに
とって，他のプレーヤーが選ぶ任意の戦略プロファイ
ル sj に対して，戦略 si が常に最適反応であるとき，
si は支配戦略であるという．つまり，他のプレーヤー
が選ぶ戦略の組み合わせに関係なく最適な戦略のこと
である．なお，メカニズム・デザインにおける表明原
理 (revelation principle)によれば，耐戦略的メカニズ
ムは，もしそれが設計可能であれば，各プレーヤーが
可能な範囲から自らの選好を当局に報告する直接メカ
ニズム (direct mechanism) に限定することができる
（詳細は川越 [3]，第 1 章参照）．

1.1 公共財供給問題における耐戦略的メカニズムの
実験

プレーヤーの選好は私的財 xi と公共財 y に関して
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u (xi, y) = xi + v(y) のように準線形 (quasi linear)

の効用関数で表せるものとする．ここでは単純化のた
めに，公共財供給水準 yは 1か 0かの離散的な値を取
るものとする．つまり，住宅地に住民の協力で公園や
図書館の分室を設立するといった，ある一定規模の公
共財を供給するかしないか，二者択一の選択をする場
合を考える．さらに，公共財の生産費用は 0に基準化
しておく．プレーヤー iにとって公共財からの便益は
vi(y) = viy であるとする（ただし，vi(0) = 0）．こ
の場合，vi は定数で，これをプレーヤー iの評価値と
呼ぶ．
こうした準線形の効用関数の下では，公共財の効率

的な供給を保証するボーエン＝サミュエルソン条件を
満たす誘因両立的メカニズムを設計することが可能で
あることが知られている．その一つは，ピボタル・メ
カニズム (pivotal mechanism)と呼ばれるものである
（川越 [3]，第 2章参照）．この場合，ピボタル・メカニ
ズムとは，次のようなルールのメカニズムになる．
各プレーヤーは公共財への需要（支払い意志額）wi

を表明し，もしその総和
∑

i wi が生産費用=0を超え
たならば公共財が生産され，そうでない場合は生産さ
れない．すなわち，

y =

⎧⎪⎨
⎪⎩
1 if

∑
i wi ≥ 0

0 if
∑

i wi < 0

さらに，各プレーヤー iは以下のような追加費用（ク
ラーク税ともいう）ti を徴収される．

ti =

⎧⎪⎨
⎪⎩

∣∣∣∑j �=i wj

∣∣∣ if
(∑

i wi

) (∑
j �=i wj

)
< 0

0 それ以外
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ここで，
(∑

i wi

) (∑
j �=i wj

)
< 0ということは，すな

わち，(1)　
・
全
・
員
・
の　公共財への需要表明額の合計

∑
i wi

の符号がプラスの，　
・
プ
・
レ
・
ー
・
ヤ
・
ー　 i　
・
以
・
外
・
の　公共財への需

要表明額の合計
∑

j �=i wj の符号がマイナスのとき，あ
るいは逆に，(2) 前者がマイナスで後者がプラスのと
き，そのときにのみクラーク税が徴収される仕組みに
なっている．つまり，たとえば (1)の場合，プレーヤー
i 以外のプレーヤーの間で決定した場合は公共財が供
給されないはずだったのに，プレーヤー iが加わった
ことでその決定が覆り，公共財を供給することになっ
たので，そのことで他のプレーヤーが被った損失をプ
レーヤー iは支払わなければならない，ということで
ある．
最終的に各プレーヤー iの利得は，私的財からの効

用と公共財から受ける便益の合計からクラーク税を差
し引いた

ui (xi, y) = xi + viy − ti

となる．
このピボタル・メカニズムは耐戦略性を満たすので，

各プレーヤー iにとって，表明するその需要額を公共
財に対する真の評価値に等しくすること，すなわち，
wi = vi が支配戦略になる（その証明は川越 [3]，第
2 章ウェブ付録参照）．
ピボタル・メカニズムに関する実験研究には，Attiyeh

et al. [4]，Kawagoe and Mori [5]，Cason et al. [6]と
いったものがあるが，いずれの実験でも，支配戦略がプ
レーされる割合はかなり低いものであることが報告さ
れている（公共財供給における耐戦略的メカニズムに
関する実験研究は，Chen [7]にサーベイされている）．
その理由として，Kawagoe and Mori [5] は，ピボ

タル・メカニズムにおいて真の評価値を表明すること
が弱支配戦略 (weakly dominant strategy) であるこ
と，つまり，他のプレーヤーが選ぶ戦略の組み合わせ
がある一定の範囲に含まれる場合，真の評価値を表明
することと利得が等しい他の戦略が存在するというこ
とを指摘している．つまり，あるプレーヤーが他のプ
レーヤーが選ぶ戦略が上記の範囲であるという「間違っ
た」信念 (belief)をもってしまった場合，そのプレー
ヤーにとっては真の評価値以外の値を表明することも
最適反応になってしまい，支配戦略からの逸脱が発生
するということである．Kawagoe and Mori [5] はま
た，公共財の供給水準が離散的な値である限り，こう
した弱支配戦略にまつわる問題は解消できないことも

示している1．支配戦略は他のプレーヤーが選ぶどの戦
略の組み合わせに対しても最適な戦略であるため，最
も「自明な」選択と考えられるが，それがプレーされ
ないのはゲーム理論において深刻な問題だと考えられ
ている．

1.2 オークションにおける耐戦略的メカニズムの
実験

先ほどの公共財供給の場合と同様に，プレーヤーの
選好が準線形である場合には，私的価値・2 位価格オー
クション (second-price auction)は耐戦略性を満たし
ている．いま，一つの財が 2 位価格オークションで販
売されるものとし，各プレーヤー iはその財に対して
vi の評価値をもっているとする．各プレーヤー iは同
時に封印入札で入札価格 bi を提出し，最も高い価格を
提出したプレーヤーが落札し，2 番目に高い価格を支払
う．落札者以外のプレーヤーは財を得られない代わり
に，何も支払う必要がない．この 2 位価格オークショ
ンは耐戦略性を満たすので，各プレーヤー iにとって，
入札価格を財に対する真の評価値に等しくすること，
すなわち，bi = vi が支配戦略になる（その証明は川
越 [3]，第 3 章参照）．
しかし，2 位価格オークションに関する実験研究で

は，先ほどのピボタル・メカニズムの場合と同様に，支
配戦略がプレーされる割合は低いことが報告されてい
る（オークション実験に関する初期のサーベイ論文と
しては Kagel [8]がある）．
その理由としては，先ほどのピボタル・メカニズムに

おけるのと同様に，2 位価格オークションでも真の評
価値を表明することが弱支配戦略 (weakly dominant

strategy)であること，つまり，他のプレーヤーが選ぶ
戦略の組み合わせがある一定の範囲に含まれると予想
される場合，真の評価値を表明することと利得が等し
い他の戦略が存在するためである．
いま，評価値が vi であるプレーヤー i が 2 位価格

オークションに参加しており，プレーヤー iの入札価
格を除いた中で最も高い入札価格を bj = max {bk}k �=i

とする．もし，プレーヤー iが落札者ならば，bj がプ
レーヤー i の支払うべき 2 位の価格となる．ここで，
vi > bj だとしてみよう．横軸にプレーヤー i の入札
価格 bi，縦軸にプレーヤー i の利得 ui を示したのが

1 Cason et al. [6] は，支配戦略遂行とナッシュ遂行を同時
に満たす安全遂行 (secure implementation)が可能であるた
めの必要十分条件 (rectangular property) を示しているが，
公共財の供給水準が離散的な値の場合，この条件は満たされ
ない．
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図 1 2 位価格オークションの利得構造

図 1である．この図 1からわかるとおり，プレーヤー i

にとっては，bj 以上の価格 biはどれも同じ利得 vi−bj

になる．このように，2 位価格オークションにおいて
も，各プレーヤー iにとっては，真の評価値を入札す
ることとそれ以外の戦略とが無差別になるという弱支
配戦略の問題が生じ得て，それが実験結果にも反映さ
れているのだと考えられる2．

1.3 マッチング理論における誘因両立的メカニズム
の実験

先ほどの公共財供給やオークションのように，プレー
ヤーに金銭的移転 (monetary transfer)が生じる場合
以外にも耐戦略的なメカニズムが設計可能である．そ
の一つがマッチング問題における受入保留 (deferred

acceptance: DA)方式である．
マッチング問題とは，たとえば，男女のような二つ

のグループが互いに相手側に対する希望順位（選好）を
もっていて，その順位に基づいて双方の組み合わせ（誰
と誰がカップルになるか）を決定する問題である（ほ
かに，人とモノとの間のマッチング問題もある）．こう
してできる組み合わせのことをマッチングといい，こ
うしたマッチングを生み出すルールをマッチング方式
という．ここでは，男女のカップルを形成する安定結
婚問題 (stable marriage problem)を考えよう．
いま，それぞれ n 人ずつの女性と男性がいて3，

女性の集合を W とし，そのそれぞれのメンバーを
w1, w2, · · · , wnとする．また，男性の集合をM とし，
そのそれぞれのメンバーを m1,m2, · · · , mn とする．
また，女性 wi が n人の男性たちに対してもつ希望順

2 一方，Nishimura et al. [9] は，自分が落札できないなら
他人の支払額が高くなるようにしようといういじわる動機か
ら，2 位価格オークションにおける入札額が評価値とは異な
ることを説明しようとしている．
3 一般的には，男性と女性の数は同じでなくてもよい．その
場合，カップルになれない人が必ず存在することになる．

位（選好）を一つのベクトルにまとめたものを選好プロ
ファイル P という．男性miが n人の女性たちに対し
てもつ選好とその選好プロファイルQについても同様
に定義される．こうした男女の選好プロファイルに基
づいて，どの男女をカップルにするかを決めるマッチ
ング方式を g(P,Q)とし，こうしたマッチング方式 g

によって生み出された結果をマッチング μ = g(P,Q)

と表す．
マッチング μは，たとえば，1 行目に男性を順に並

べ，2 行目にそれぞれの男性とマッチした女性を対応
した位置に並べた行列として表現できる．男女それぞ
れ 3 名の場合，たとえば，以下のマッチング μは，男
性m1 と女性 w2，男性m2 と女性 w1，男性m3 と女
性 w3 がそれぞれマッチしたことを表している．

μ =

⎛
⎝ m1 m2 m3

w2 w1 w3

⎞
⎠

なお，マッチする相手がいない場合，形式的に自分自
身とマッチすると考える．
あるマッチング方式によって生み出された結果をどう

評価するかについては，いくつかの基準がある．まず，
マッチング μが個人合理性 (individual rationality)を
満たすとは，マッチングに参加する前の状態よりは，
マッチング結果が少なくとも良いものになっていると
いうことをいう．また，個人合理性を満たすマッチン
グ μにおいて，ブロッキング・ペアが存在しないとき，
μを安定マッチング (stable matching)という．ここ
で，ブロッキング・ペアとは，女性 wi がマッチング μ

でマッチした相手 μ(wi)よりも違う男性mj �= μ(wi)

を好んでおり，かつその男性mj はマッチング μでマッ
チした相手 μ(mj) よりもその女性 wi を好んでいる，
そのような男女のペア (wi,mj)のことである．
この安定結婚問題におけるDA方式は，女性からプ

ロポーズする場合，次のようなマッチング方式になる．
ステップ 1. 女性はその第 1希望の男性にプロポーズ

する．男性は，プロポーズしてきた女性のうち最
も希望順位が高い女性を仮受け入れする．すべて
の女性がいずれかの男性に仮受け入れされるか，
まだプロポーズしていない男性がもはやいなけれ
ば，この時点で仮受け入れされているカップルを
確定して終了．まだ仮受け入れされておらず，ま
だプロポーズしてない男性がいる女性が存在すれ
ば次のステップに進む．

ステップ k (k ≥ 2). ステップ k − 1 終了時にまだ
男性に仮受け入れされておらず，まだプロポーズ
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してない男性がいる女性は，まだプロポーズして
いない男性のうち最も希望順位の高い男性にプロ
ポーズする．男性は，プロポーズしてきた女性と
その直前のステップ k− 1で仮受け入れした女性
のうち最も希望順位が高い女性を新たに仮受け入
れし直す．すべての女性がいずれかの男性に仮受
け入れされるか，まだプロポーズしていない男性
がもはやいなければ，この時点で仮受け入れされ
ているカップルを確定して終了．まだ仮受け入れ
されておらず，まだプロポーズしてない男性がい
る女性が存在すれば次のステップに進む．

この DA方式は必ず有限のステップで終了する．ま
た，どのような選好プロファイルに対しても必ず女性
最適の安定マッチングを生み出す．また，女性から男
性にプロポーズする場合，プロポーズする側の女性に
は選好を偽るインセンティブはなく，耐戦略性を満た
している．
一方，女性が第 1希望から順にプロポーズしていき，

男性に受け入れられた時点でマッチングが確定するよ
うな方式を即時受入 (immediately acceptance: IA)方
式という．IA 方式は一般に耐戦略性を満たしておら
ず，また安定マッチングを導くとは限らない．
これまでの DA方式に関する実験研究では真の選好

が表明される割合は 4 割から 8 割とかなりばらつきが
ある（DA方式を含むマッチング理論の実験に関しては
Hakimov and Kübler [10] がサーベイしている）．ま
た，そうした実験では，自分の真の希望順位では 2 位
以下の相手を 1位に指名するといった行動が観察され
ることが示されている．
Kawagoe et al. [11] では，こうした支配戦略からの

逸脱を詳しく調べ，プロポーズする側は自分の選好順位
ではなく，相手側が自分を何位に評価しているかに注視
し，自分を高く評価してくれている相手の順に希望順位
を決めるというスキッピング・ダウン戦略 (skipping-

down strategy) に従っていることを明らかにしてい
る．たとえば，ある女性wiは真の選好では男性miを
男性 mj より好んでいるが，男性 mj の方が男性 mi

よりも女性 wi を高く評価している場合に，この女性
wi が男性mj を男性mi よりも高くするような希望順
位を提出するなら，この女性はスキッピング・ダウン
戦略に従っていることになる．
また，ちょうど公共財供給やオークションにおける

弱支配戦略の場合と同じように，このスキッピング・ダ
ウン戦略は，真の選好を表明する場合と同じマッチン
グ結果を導く場合がある．そのため，DA方式におい

ても支配戦略からの逸脱が発生するのだと考えられる．

2. 行動メカニズム・デザインの成果

1 節では，支配戦略と同じ結果をもたらす他の戦略
があるために，実験において支配戦略からの逸脱が生
じている可能性があるということを示した．本節では
そうした結果を受けて，必ずしも支配戦略をプレーす
るわけではないプレーヤーがいることを前提とした行
動メカニズム・デザインにおける最近の成果の一部を
紹介する．

2.1 自明に耐戦略的なメカニズム
Li [12] は，自明に耐戦略的 (obviously strategy-

proof: OSP)なメカニズムという考え方を定式化した．
ある展開形ゲームにおいて，ある戦略 Si が自明な支
配戦略 (obviously dominant) であるのは，任意の戦
略 S′

i に対して，任意の情報集合以降で Si と S′
i が異

なるパスをたどるとき，S′
i がもたらす可能な最善の結

果が Si がもたらす可能な最悪の結果よりもよいもの
ではないときをいう．そして，あるメカニズムが自明
に耐戦略的であるのは，その均衡が自明な支配戦略に
よって構成されているときをいう．
Li [12]による自明な支配戦略という解概念は，実験

の被験者が示しがちな認知的な制約をある意味で取り
入れたものになっている．前節で述べたように，2 位価
格オークションやピボタル・メカニズムのような耐戦
略的なメカニズムにおいては，真実表明が弱支配戦略
になっているために，他のプレーヤーが選ぶ戦略プロ
ファイル次第では，真実表明とそれ以外の戦略がもた
らす利得が同じになる場合がある．そのため，プレー
ヤーは，真実表明が弱支配戦略であることを知るため
には，他のプレーヤーが選ぶ　

・
す
・
べ
・
て
・
の　戦略プロファイ

ルの下での結果を検討しなければならない．しかし，
実際には，実験の被験者は，他のプレーヤーが選ぶ戦
略プロファイルの一部だけに注視して戦略の良し悪し
を判断しがちである．そこで，Li [12]は，プレーヤー
はある戦略 Si と別の戦略 S′

i が異なるパスを通る時点
に着目し，そのときに Si における最悪の結果がS′

i に
おける最善の結果を下回らないような「自明な」な場
合にのみ，それが支配戦略だと認識しうるのだと考え
たのである．
2 位価格オークションは耐戦略的であるが OSP で

はないことは，次の例によってわかる．
いま，ある財を$10 と評価しているプレーヤーがい

るとする．ここで，真の評価値を表明するという支配
戦略に従って$10 を入札することと，$11 を入札する
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ことを考える．入札する前の情報集合から考えると，
これら二つの戦略は異なるパスを通る戦略といえる．
$11を入札した場合，この戦略がもたらす最善の結果
は財を$10より低い価格（たとえば，$8）で落札する
というものであり，$10 を入札した場合，この戦略が
もたらす最悪の結果は財を手に入れられず 0の利得に
なることである．したがって，$10を入札するという
支配戦略は自明な支配戦略にはなっていない．
Ashlagi and Gonczarowski [13]はOSP概念をマッ

チング理論に適用し，一般的には安定マッチングを生
み出すようなどのようなメカニズムもOSPを満たさ
ないことを示している．
いま，3 人の女性 a, b, c と 3 人の男性 x, y, z によ

るマッチングを考える．すでに見たように，女性プロ
ポーズ DA方式は女性最適の安定マッチングを生み出
し，かつ女性側には耐戦略性が満たされている．ここ
で，男性の選好が以下のようなものだとする．

x : abc

y : bca

z : cab

ここで，たとえば，abcは男性 xにとって aが 1位，b
が 2位，cが 3位であるという選好を意味する．なお，
男性も女性も誰ともマッチしないよりは誰かとマッチ
した方がよいと思っているとする．
女性の選好については，以下のいずれかを考える．

a : zyx or yxz

b : xzy or zyx

c : yxz or xzy

ここで，たとえば，zyxは女性 aにとって zが 1 位，
y が 2 位，xが 3 位であるという選好を意味する．な
お，Li [12] の「剪定原理 (pruning principle)」によ
れば，このように限定的な選好ドメインでOSP を満
たさないメカニズムは，一般の選好ドメインでもOSP

を満たさない．
さて，いま女性 aが選好を表明するという時点を考

える．ここで，女性 aは真の選好 yxz を表明するか，
虚偽の選好 zyxを表明するかを検討しているものとす
る．真の選好 yxzを表明した場合，女性 aにとって最
悪の結果は，女性 bが zyx，女性 cが yxzを表明した
場合で，このとき DA方式の下では以下のマッチング
μが実現する．

μ =

⎛
⎝ a b c

x z y

⎞
⎠

女性 a が虚偽の選好 zyx を表明した場合，女性 a に
とって最善の結果は，女性 bが xzy，女性 cが xzyを表
明した場合で，このときDA方式の下では以下のマッ
チング ν が実現する．

ν =

⎛
⎝ a b c

y x z

⎞
⎠

このように，女性 aは真の選好 yxzを表明した場合に
は最悪で男性 xにマッチすることになるが，虚偽の選
好 zyxを表明した場合には最善で男性 yにマッチする
ことになり，真の選好 yxzの下では後者の方が望まし
く，DA方式の下で真の選好を表明するという戦略は
自明な支配戦略ではないことがわかる．
この例からもわかるとおり，選好（優先順位）プロ

ファイルが循環的であると，メカニズムは OSPを満
たさない4．Ashlagi and Gonczarowski [13]は，選好
プロファイルが非循環的 [14]であることが OSPを満
たすための十分条件であるが，必要条件ではないこと
を示している．Thomas [15]は，選好プロファイルが
循環的な場合であっても OSPを満たすメカニズムが
存在する例を示しており，選好プロファイルが非循環
性を弱めた概念である限定循環性 (limited cyclicity)

を満たすことが，DA 方式が OSP であるための必要
十分条件であることを示している5．

2.2 レベル K理論に基づくメカニズム・デザイン
Li [12]の OSPは，プレーヤーがすべての戦略の組

み合わせを見通すことができないという認知上の制約
を考慮したものであったが，レベル K 理論 (level-k

theory) では，相手プレーヤーの合理性に関する信念
の形成に制約があるものと考える．つまり，レベル K

理論では，各プレーヤーは利己的に自らの利得最大化

4 男性 xは女性 cより女性 b，女性 bより女性 aを好んでい
るが，男性 y は女性 aより女性 cを好んでいるといった女性
a, b, c と男性 x, y が存在するとき，その選好プロファイルは
循環的であるという．ある選好プロファイルが循環的ではな
いとき，非循環的という．ちなみに，Ergin [14] は，選好プ
ロファイルが非循環的であることが，あるメカニズムが（提
携）耐戦略的であり，かつパレート効率的であるための必要
十分条件であることを示している．
5 DA方式以外で耐戦略性を満たすマッチング方式にトップ・
トレーディング・サイクル (top trading cycle: TTC)方式
がある．Li [12]は一般に TTC方式が OSPを満たさないこ
とを示している．Troyan [16] は，選好プロファイルが弱循
環的 (weak acyclic) であることが，TTC方式が OSP であ
るための必要十分条件であることを示している．
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を目指して合理的に行動するものの，その戦略選択に
当たっては，相手プレーヤーの合理性，あるいは，そこ
から導かれる行動に関して必ずしも正しくない予測を
するものと考える．レベルK理論では，各プレーヤー
をいくつかのタイプに分類する．L0 タイプは最もナ
イーブなプレーヤーで，通常は一様ランダムな選択を
するものと想定される（ほかには，真実表明などの「自
明な」選択をするものと考える場合もある）．L1 タイ
プは，相手プレーヤーが L0 タイプと想定したうえで，
それに対する最適反応をプレーする．以下，Lk タイプ
は，相手プレーヤーが Lk−1 タイプと想定したうえで，
それに対する最適反応をプレーするといった形で帰納
的に定義される．
レベル K 理論は数多くのゲーム理論実験に当ては

められ，その説明力は高いとされているが，Crawford

and Iriberri [17]は私的価値オークションと共通価値
オークションにレベル K理論を適用し，実験で観察さ
れる規則性を再現できるかを検討しており，Crawford
et al. [18]は，最適オークションの枠組みの下で，レベ
ル K理論に従うプレーヤーの行動を考察している6．
これらの研究は既存のメカニズムにレベルK理論に

従うプレーヤーが参加した場合の結果を考察したもの
であるが，de Clippel et al. [20]とKneeland [21]は，
こうしたレベルK理論に従うプレーヤーたちがいる環
境で設計可能になるメカニズムの特徴付けを行ってい
る．一般に，こうしたメカニズムの設計においては，一
部の特殊な環境を除いては，プレーヤーがすべてレベ
ル K理論に従うと想定したとしても，メカニズム設計
の可能性は広がらないという結論が得られている．
Zhang [22] はマッチング問題についてレベル K 理

論に基づくメカニズム・デザインを検討している7．
Zhang [22]はDA方式と IA方式とを比較する際，L0

としては真実表明を仮定している．したがって，DA

方式の下ではすべてのタイプのプレーヤーが支配戦略
をプレーすることになる．そこで，IA方式の下での結
果がどうなるかであるが，以下の例を考えてみよう．
3 人の女性 a, b, cと 3 人の男性 x, y, z がいるとする．
女性の男性に対する選好と，男性の女性に対する選好
は以下のとおりだとする．

6 Crawford [19]は，相対取引 (bilateral trade)における効
率的なメカニズムの設計（不可能性）にレベル K理論を応用
し，合理的なプレーヤーを想定した場合との差異を示してい
る．
7 Zhang [22]は学校選択制マッチングについて議論している
が，以下では安定結婚問題の文脈に変更して説明している．

a : xyz x : cab

b : xyz y : bac

c : yxz z : abc

ここで，たとえば，女性 a について xyz は，x が
1 位，y が 2 位，z が 3 位であるという選好を意味す
る．なお，これらの選好は完備情報であるとし，男性
も女性も誰ともマッチしないよりは誰かとマッチした
方がよいと思っているとする．
女性プロポーズ DA方式の下ではすべての女性がそ

れぞれ真の選好を表明することになるので，そのとき
のマッチング μは以下のようになる．

μ =

⎛
⎝ a b c

z y x

⎞
⎠

次に IA方式の下で，すべての女性は L1 だとする．彼
女らは他の女性が L0，つまり，真の選好を表明すると
いう信念のもとに最適反応をプレーする．たとえば，
女性 a は，女性 b が男性 x を，女性 c が男性 y を第
1希望にすると想定すれば，男性 xの自分に対する希
望順位が女性 bよりも高いことから男性 xを第 1希望
にするはずである．女性 bは，L0 である女性 aが男性
x を，女性 c が男性 y を第 1 希望にすると想定する．
ここで，女性 bが男性 xを第 1希望にすれば，男性 x

の自分に対する希望順位が女性 aより低いため男性 x

とはマッチされない．一方，女性 bにとっては真の選
好では第 2 希望の男性 yを第 1希望だと（虚偽）表明
すれば，女性 y は，男性 yの自分に対する希望順位が
女性 c より高いため男性 y とマッチすることになる．
最後に，女性 cは，L0 である女性 aと bが男性 xを
第 1 希望にすると想定すると，女性 cにとっては男性
yを第 1希望にすることが最適であるが，実際には L1

の女性 bが男性 yを第 1 希望にして彼とマッチされる
ため，女性 cは男性 z とマッチすることになる．よっ
て，このときのマッチング ν1 は以下のようになる．

ν1 =

⎛
⎝ a b c

x y z

⎞
⎠

次に，すべての女性は L2 だとすると，女性 aは男性
xを，女性 bは男性 yを，女性 cは男性 xを第 1希望
にすることになるので，このときのマッチング ν2 は
以下のようになる．

ν2 =

⎛
⎝ a b c

z y x

⎞
⎠
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以下同様にして，すべての女性は Lk(k ≥ 3) だとする
と，女性 aは男性 z を，女性 bは男性 yを，女性 cは
男性 xを第 1 希望にすることになるので，このときの
マッチング νk は以下のようになる．

νk =

⎛
⎝ a b c

z y x

⎞
⎠

このように，k ≥ 2について，Lk である女性に対する
IA 方式のマッチング結果は DA 方式と一致すること
になる．なお，Zhang [22]は，IA方式の下では，Lk

である女性は DA方式の下でのマッチング結果より弱
い意味で順位の高い男性を第 1 希望にすることや，IA
方式の下でのマッチングが DA方式の下でのマッチン
グに強くパレート支配されないことなどの結果を示し
ている．
このようにレベル K理論に基づく行動メカニズム・

デザインではいくつか興味深い結果が得られているが，
Crawford and Iriberri [17]や Zhang [22]では L0 を
真実表明と仮定しているため，実験でしばしば観察さ
れる支配戦略（真実表明）からの逸脱が説明できない8．

3. おわりに

本稿では，耐戦略的メカニズムに関する実験研究で
指摘されている支配戦略（真の選好を表明）からの逸
脱について，行動メカニズム・デザインの観点からど
のような理論が提案されているのかを概観した．しか
し，今のところ，こうした支配戦略からの逸脱を前提
とした行動メカニズム・デザインは成功していないと
言わざるを得ない．本稿で検討してきた耐戦略的メカ
ニズムでは，真実表明が弱支配戦略であるため同じ利
得（結果）をもたらす他の戦略が存在することが根本
的な問題としてある．このような場合，真の選好を表
明することはメカニズムのルールから容易に演繹でき
るような「自明な」選択では決してなく，なんらかの
アドバイスや追加情報がないかぎり理解されない9．今
後の行動メカニズム・デザインの研究では，こうした

8 L0 を一様ランダムと仮定したとしても，2 位価格オーク
ションでは L0 に対する最適反応 L1 は真実表明となるので，
自明とまではいかないにせよ，レベル K理論では支配戦略は
容易に見出せるものであることになってしまう．
9 Kawagoe and Mori [5] では，すべての戦略の組み合わせ
の下でピボタル・メカニズムにおける利得がどのように決ま
るのかを示した「詳細な利得表」を追加的に被験者に提示す
ることで，真の選好を表明する割合が高まるということが報
告されている．また，Masuda et al. [23]は，2 位価格オー
クションの実験において，被験者に事前に真の評価値を表明
することが支配戦略であると告げることで，支配戦略を選択
する割合が増加することを示している．

ことを念頭に置いたメカニズム設計を進めていくべき
であろう．
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